
(1） 平成7年3月15日 広報 第181号 ニノ よ
 

じ
 

ニノ ほ
 

町の 人 口 

（平成7年2月28日） 

男 3,872 

女 4,301 

計 8,173 

世帯数 2,835 

報
 ]

 

完成間近の 議方城町立保健福祉センター“ 
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・
 

方
城
町
立
 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
 

開
業
に
あ
た
っ
て
 

方
城
町
長
 

岩
 
崎
 
俊
 
徳
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◆
 

か
ね
て
、
建
設
中
で
あ
り
ま
 

し
た
ク
方
城
町
立
保
健
福
祉
セ
 

ン
タ
ー
ガ
が
完
成
し
、
来
る
四
 

月
一
日
よ
り
開
業
の
運
び
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

こ
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
 

一
昨
年
本
町
が
老
人
保
健
福
祉
 

モ
デ
ル
町
の
指
定
を
受
け
策
定
 

し
た
「
方
城
町
老
人
保
健
福
祉
 

計
画
」
の
効
果
的
な
実
施
を
図
 

る
た
め
、
町
民
の
健
康
相
談
、
 

健
康
診
査
、
体
力
づ
く
り
、
老
 

人
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
施
設
 

と
し
て
建
設
い
た
し
た
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

幸
い
、
本
事
業
の
推
進
に
あ
 

た
り
ま
し
て
は
、
国
、
県
並
び
 

に
町
議
会
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
 

ご
協
力
を
賜
り
開
業
の
運
び
と
 

な
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
 

用
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
は
、
私
 

の
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
 

総
工
事
費
約
三
億
九
百
万
円
、
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
延
 

べ
一
、
 

二
〇
三
．
 

五
四
平
方
メ
 

ー
ト
ル
で
、
 

一
階
部
分
七
一
〇
 

．
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
保
健
 

セ
ン
タ
ー
、
二
階
部
分
四
九
一
一
 

．
七
四
平
方
メ
ー
ト
ル
を
高
齢
 

者
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て
 

利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
方
城
町
立
保
 

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成
は
、
 

本
町
の
健
康
と
福
祉
の
町
づ
く
 

り
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
も
の
 

と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
う
え
は
、
町
民
の
皆
さ
 

ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
地
域
の
 

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
拠
点
と
 

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
 

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 



(3） 平成7年3月15日 広報 ほ う じ ょ う 第18 1 号 第181 号 平成7年3 月15日 広 報 ほ う じ ょ う (2) 

●血圧測定・体力測定・体脂肪測定・ 

健康相談 

. 10 カード紹介 

●介護相談、介護教室 

●介護機器の展示 

●町内ボランティア団体紹介 

（展示） 

4月2日（日） 
9 :00～ 歯科相談 

10 : 30～ トーフを使った料理講習会 

13 : 00～ いきいき体操実演 

13 : 30～ 保健福祉シンポジュウム 

10 : 00-. - 一一一―A 
；ニ ．こ ＞ミニ手話講習会 
13 : 30 - -- ～一 J 口“ロ”=lJA 

9 : 00～ 骨粗しょう症測定 

地方譲与税70 

平成5 年度における一般会計を始 

めとする各会計の決算が12月議会 

定例会において認定されましたの 

で、決算状況をおしらせします。 

A
 
難麟麟難麟難難麟灘 麟 舞 

地 
方 
税 
409 

税
 

付
 33 

交
 
'
4
 プ

有
一
2
 

て廷 普
 

国県支出金 
1,915 

繰
入
金
 75 QU 

ー

債

ー

 

方
4
 

地
 61 

ー

他

 

の
 

90 

そ
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平成5年度 
普通会計決算収支の状況 

100 70 80 90 

災害復旧事業 71 

20 30 40 50 60 

扶助費421 

10 歳豪総額65億600万円 

歳難総額64億7600万円 

方
城
町
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
業
に
伴
い
、
 

町
で
は
3

月
 31 

日
か
ら
4

月
2

日
ま
で
健
康
展
を
開
 

催
し
、
様
々
な
健
康
に
関
す
る
催
し
を
行
い
ま
す
。
 

住
民
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
健
康
は
何
よ
り
も
 

大
切
な
こ
と
で
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、
住
民
の
健
康
づ
 

く
り
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
よ
う
整
 

備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
 

く
だ
さ
い
。
 

4月1日（土） 
13 :00～ 練功実演 

13 】 30～ 福祉講演会 

「人間やるっきゃない」 

講師 おはようナイスデイ 

の豊原ミツ子 

14 】 00～ 歯科相談 

14 : 00～ 骨粗しょう症測定 

3月31日（金） 
13 : 00～ いきいき体操実演 

13 : 30'-'\ 

18 : 30
--'ノェイズ啓発映画 

午前中 健康食品の試食 

0 10 20 30 40 50 

平成5年度 一般会計及び特別会計 決算収支の状況 

60 70 80 

その他 
944 

90 100 

（単位】千円・％) 

区 分 歳 入 歳 出 
翌年度へ繰り 

越される額 
実質収支 

実質収支 

比 率 

普 通 会 計（法2条2項会計） 6,511,820 6,481,593 30,175 52 0.0 

一般会計 6,185,513 6,177,038 8,475 0 0.0 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 321,898 300,198 21,700 0 0D 

専修学校等技能修得資金貸与事業特別会計 4,409 4,357 52 1.2 
乗
半
 
与 別 会 計 1,789,299 1,718,196 0 71,103 4.0 

国民健康保険事業特別会計 470,244 472,945 A 2,701 A 0.6 

老人保健事業特別会計 781,326 772,457 8,869 1.1 

宅地造成事業特別会計 157,雛5 116,418 41,427 26.2 

方城町立診療所事業特別会計 379,884 356,376 23,508 6.2 

公営企業会計 

水道事業会計 

199,599 191,396 0 8,203 4.1 

199,599 191,396 8,203 4.1 

平成5年度に建設された 
方城中学校体育館 

積立金の状況 （単位】千円） 

二与一きr 平成4年度 

末 残 高 

平 成 5 年 度 

積立額 とり崩し額 年度末残高 

積立運用基金 2,167,251 853,431 325,189 2,695,493 

財政調整基金 50,000 100,000 150,000 

減債基金 976,727 89,739 73,977 992,489 

公共施設等整備基金 635,775 428,026 249,000 814,801 

その他特目基金 504,749 235,666 2,212 738,203 

定額運用基金 296,299 1,748 298,047 

合 計 2,463,550 855,179 325,189 2,993, 540 



(5） 平成7年3月15日 広 報 (4) ニノ よ
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第18 1 号 平成7年3 月15日 広 報 第18 1 号 ニ

ノ
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ニ
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三代 皆川古ー郎 

れに寵 

阪
神
大
震
災
で
被
害
に
あ
っ
 

た
人
た
ち
に
何
か
し
て
あ
げ
よ
 

う
と
、
伊
方
小
学
校
の
子
ど
も
 

た
ち
が
児
童
会
を
中
心
に
取
り
 

組
み
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
義
援
金
 33 

万
9
 

千
7
百
3
円
、
鉛
筆
1
5
3
1
 

本
が
集
ま
り
、
義
援
金
は
日
本
 

赤
十
字
社
に
、
ま
た
鉛
筆
は
淡
 

路
島
の
南
淡
町
に
送
ら
れ
ま
し
 

た。 児
童
会
の
子
ど
も
た
ち
は
、
 

予
想
外
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
 

義
援
金
に
「
み
ん
な
で
力
を
合
 

わ
せ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
。
 

今
後
も
児
童
会
活
動
を
活
発
 

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
 

い
ま
し
た
。
 

伊方小児童会の子どもたち 

司
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去
る
2

月
5

日
、
町
民
囲
碁
 

大
会
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
昭
和
 44 

年
か
 

ら
年
に
2

回
行
わ
れ
て
お
り
、
 

今
回
が
 50 

回
の
記
念
大
会
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

参
加
者
た
ち
の
、
無
心
に
碁
 

盤
に
向
か
う
姿
が
印
象
的
で
し
 

た。 な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

<A

級〉 

一
位
 

木
戸
特
人
 

二
位
 

松
 

元
正
信
 

三
位
 

楽
野
昌
宜
 

畑
村
と
皆
川
庄
屋
（
6
) 

瀬
助
（
宗
脇
閑
逸
）
相
続
 

親
族
協
議
の
上
、
地
所
、
物
品
 

一
切
を
売
却
。
二
年
余
に
て
 

か
ん
さ
い
 

完
済
す
る
と
共
に
畑
村
庄
屋
を
 

仰
付
け
ら
れ
る
。
 

澄
太
郎
（
古
一
郎
）
五
才
の
 

時
、
金
田
加
治
家
で
山
田
師
よ
 

そ
ど
く
 

り
四
書
素
読
、
習
字
を
学
び
、
 

い
な
や
 

稲
屋
で
生
活
、
寒
風
の
中
で
田
 

畑
を
耕
す
の
を
見
た
香
月
荘
七
 

郎
（
後
上
野
手
永
）
は
自
宅
に
 

引
き
取
り
、
庄
屋
見
習
を
学
ば
 

せ
る
。
 

上
野
勘
定
庄
屋
、
畑
村
庄
屋
 

と
な
る
。
明
治
七
年
庄
屋
制
廃
 

<B

級〉 

一
位
 

嶋
本
清
治
 

二
位
 

光
 

井
弘
 

三
位
 

葛
原
直
文
 

止
に
と
も
な
い
畑
村
戸
長
（
村
 

長
）
に
任
命
さ
れ
る
。
二
十
六
 

才
で
あ
る
。
 

明
治
十
九
年
に
は
農
民
救
済
 

米
を
寄
付
、
道
路
新
設
、
学
校
 

建
設
等
に
善
政
し
た
功
に
よ
り
 

銀
杯
を
受
け
る
。
そ
の
他
、
大
 

行
事
村
、
今
任
原
村
、
採
銅
所
 

村
に
れ
ん
が
工
場
を
新
設
、
村
 

こ
う
が
や
き
 

内
で
は
幸
香
焼
、
土
管
工
場
を
 

設
立
し
、
産
業
育
成
に
努
力
す
 

る
が
災
害
多
発
す
る
。
「
皆
目
 

も
っ
ば
 

的
を
失
す
る
も
専
ら
開
運
を
祈
 

る
こ
と
に
意
を
定
む
」
明
治
三
 

十
七
年
古
一
郎
 
終
 

※
冊
子
と
し
て
発
刊
予
定
 

文
化
財
専
門
委
員
会
 

植
田
 

辰
生
 

文
化
財
シ
リ
ー
ズ
は
 

今
回
で
終
わ
り
ま
す
。
 

次
回
か
ら
は
新
シ
リ
ー
 

ズ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

お
楽
し
み
に
ノ
 

1 目ごとに集中して 

~I 一
 

暑
」
喜
】
 

健
叩
感
に
燃
え
て
 
◆
◇
◆
消
防
出
初
式
 

去
る
1
月
8

日
、
金
田
町
ふ
 

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
下
田
 

川
連
合
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
春
を
思
わ
せ
る
好
天
 

に
恵
ま
れ
、
服
装
点
検
や
機
械
 

点
検
、
分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
 

れ
表
彰
式
で
は
、
知
事
表
彰
や
 

永
年
勤
続
表
彰
な
ど
、
本
町
か
 

ら
 38 

人
の
団
員
の
み
な
さ
ん
が
 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
と
、
 

新
た
な
決
意
が
な
さ
れ
た
出
初
 

式
で
し
た
。
 

画
展
で
 
『
金
賞
』
 
◆
◇
◆
受
賞
 

第
3

回
田
川
の
子
ど
も
た
ち
 

に
よ
る
絵
画
展
で
、
方
城
中
学
 

校
3
年
生
の
仲
村
理
恵
さ
ん
が
 

「
銀
杏
」
の
絵
で
中
学
校
の
部
 

金
賞
を
受
賞
し
、
3
月
1

日
に
 

金賞受賞の仲村理恵さん 

阪
神
大
震
災
被
災
者
 

に
対
す
る
募
金
の
お
礼
 

平
成
七
年
三
月
十
日
 

方
城
町
長
 

春
暖
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
 

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
 

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

さ
て
、
さ
き
の
阪
神
大
震
災
 

被
災
者
に
対
す
る
募
金
を
お
願
 

い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
 

民
の
皆
様
よ
り
多
く
の
善
意
が
 

寄
せ
ら
れ
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
 

平
成
7
年
3
月
1

日
か
ら
、
 

住
民
基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領
 

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
世
帯
主
 

と
の
続
柄
の
記
載
が
変
更
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
び
の
続
柄
の
記
載
方
 

法
改
正
は
、
近
年
の
プ
ラ
イ
バ
 

シ
ー
保
護
、
社
会
情
勢
の
変
化
 

岩
 

崎
 

俊
 

徳
 

し
上
げ
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
 

き
ま
し
た
募
金
は
、
早
速
日
本
 

赤
十
字
社
福
岡
県
本
部
（
振
込
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
報
道
に
 

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
災
害
の
ツ
 

メ
跡
は
大
き
く
被
災
地
の
復
旧
、
 

復
興
に
は
、
な
お
多
く
の
困
難
 

と
時
間
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
 

田
川
市
美
術
館
で
行
わ
れ
た
表
 

彰
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

仲
村
さ
ん
は
、
メ
ダ
ル
を
胸
 

に
「
3
月
 10 

日
の
卒
業
式
前
に
 

中
学
時
代
の
い
い
思
い
出
が
で
 

き
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
 

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
引
き
 

続
き
募
金
箱
を
役
場
、
中
央
公
 

民
館
、
診
療
所
に
設
置
し
救
援
 

活
動
に
あ
た
る
所
存
で
あ
り
ま
 

す。 今
後
と
も
暖
か
い
ご
支
援
ご
 

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
お
礼
 

の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。
 

お
 
願
 
い
 

募
金
箱
・
」
慧
器
？
 

」

協

力

を

お

師

 

住民票における世帯主との続柄の記載例 

区 分 改正前 改正後 

嫡出子 長男、二女等 子 

特別養子 長男、二女等 子 

養子 養子 子 

嫡出でない子（世帯 

主である父に認知さ 

れている場合） 
子 子

 

嫡出でない子（世帯 

主である父に認知さ 

れていない場合） 

妻（未届） 

の子 
同左 

妻の連れ子（世帯主 

が夫である場合） 

妻の長男、 

二女等 
妻の子 

夫の連れ子（世帯主 

が妻である場合） 

夫の長男、 

二女等 
夫の子 

ち
や
く
し
ゅ
つ
L
 

に
よ
り
世
帯
主
の
嫡
出
子
（
婚
 

姻
関
係
に
あ
る
父
母
の
間
に
生
 

ま
れ
た
子
）
特
別
養
子
及
び
養
 

子
等
に
つ
い
て
、
住
民
票
に
お
 

け
る
世
帯
主
と
の
続
柄
は
一
律
 

に
「
子
」
と
書
か
れ
ま
す
。
 

銅賞受賞の太郎丸啓介君 


